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○第 10 回世話人会開催
　11 月 17 日（土）午後
　２時から。在京ふれあ
　い懇親会終了後巣鴨駅
　周辺にて。詳細は追っ
　て連絡致します。在京
　島民の方々のご参加も
　大歓迎です！

○ご寄付のお願い
　ご協力ありがとうござ
　います。一人でも多く
　の方に被災地の現状を
　伝え、皆様と考えてい
　きたいと思います。こ
　れからも宜しくお願い
　致します。

郵便振替口座
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第
３
回
目
の
「
在
京
ふ
れ

あ
い
懇
親
会
」
の
開
催
な
ど

を
決
め
た
第
９
回
世
話
人
会

は
、
９
月
25
日
飯
田
橋
で
開

か
れ
た
。

　

会
議
は
酒
井
・
大
坊
副
会

長
な
ど
11
人
が
出
席
し
阪
神

神
戸
研
修
、
フ
ジ
Ｔ
Ｖ
の
放

映
な
ど
６
項
目
の
活
動
報
告

を
伊
藤
奈
穂
子
事
務
局
長
が

行
い
、
今
後
の
活
動
方
針
を

佐
藤
会
長
が
提
案
し
次
の
通

り
決
定
し
た
。

◎
第
３
回
在
京
ふ
れ
あ
い
懇

　

親
会
に
参
加
を
！

日
時　

11
月
17
日
（
土
）　

　
　
　
　

11
時
～
13
時
半

会
費　

３
０
０
０
円
（
在
京

　
　
　

者
は
１
０
０
０
円
）

場
所　

地
蔵
そ
ば
大
橋
屋

　
　
　

（
巣
鴨
駅
下
車
地
蔵

　今回の会長時評では、

第９回世話人会の内容報

告、埼玉県立大の及川裕

子先生などによる健康講

座の状況報告、「モーター

フェスタ」の開催情報な

どを掲載した。

　
　
　

通
り
と
げ
ぬ
き
地
蔵

　
　
　

尊
並
び
）

◎
高
濃
度
地
区
対
策
、
被
災

　

者
生
活
支
援
法
要
望
書
提

　

出
な
ど
の
決
定
。

　

埼
玉
県
立
大
学
の
及
川
裕

子
先
生
、
神
戸
の
黒
田
裕
子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
理
事
長
（
本
紙

11
号
紹
介
）
な
ど
７
人
が
８

月
18
日
に
来
島
し
、
神
着
老

人
ク
ラ
ブ
の
健
康
講
座
、
坪

田
と
神
着
自
治
会
長
、
村
役

場
な
ど
と
の
地
域
防
災
聞
き

取
り
調
査
、
社
協
、
風
の
家

の
上
原
氏
と
の
懇
談
。
ま
た

在
島
ネ
ッ
ト
協
力
者
と
の
懇

親
会
も
行
い
「
三
宅
島
災
害

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
組

織
し
大
学
教
授
な
ど
が
在
京

者
訪
問
、
島
内
で
健
康
巡
回

講
座
な
ど
を
し
て
く
だ
さ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
２
回
目
と
し
て
10
月

４
、
５
日
に
神
着
、
坪
田
、

伊
豆
地
区
で
健
康
講
座
を
、

及
川
裕
子
、
片
岡
優
華
両
先

生
が
開
催
。
延
べ
67
人
が
参

加
し
た
。
次
回
は
１
月
を
予

定
し
て
い
る
。

　

復
興
へ
の
足
が
か
り
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

「
モ
ー
タ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
、
16

日
か
ら
３
日
間
開
催
。

　

同
時
期
に
噴
火
し
た
有
珠

山
は
来
春
に
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ

ト
開
催
、
今
年
11
月
19
日
の

「
第
５
回
火
山
都
市
国
際
会

議
島
原
大
会
」
と
は
比
較
に

な
ら
な
い
が
、
結
果
に
よ
っ

て
は
見
直
し
が
必
要
だ
。

　

都
に
は
、
勤
福
会
館
の

ボ
ー
リ
ン
グ
場
再
開
、
児
童

公
園
（
通
称
）
整
備
な
ど
、

忘
れ
ず
に
早
期
着
工
を
要
望

し
た
い
。
（
ふ
る
さ
と
ネ
ッ

ト
会
長　

佐
藤
就
之
）

懇
親
会
17
日
に
開
催

及
川
先
生
等
が
来
島

モ
ー
タ
ー
フ
ェ
ス
タ
結
果
の
評
価
を

伊豆地区での健康講座

骨粗しょう症予防のフラミンゴ体操

健康講座定期的に実施

会長
時評

第 12号 (�)

復興に向けた様々な動き
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島
の
現
状
を
「
何
と
か
し

た
い
」
と
考
え
生
活
や
経
済

の
復
興
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
三
宅
島
の
人
た
ち
の
手

助
け
を
す
る
た
め
に
、
島
外

の
支
援
者
が
、
昨
年
か
ら
、

行
政
の
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
三
宅
島
の
復
興
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
首
相
官
邸
「
都

市
再
生
本
部
」
の
平
成
18
年

度
『
都
市
再
生
モ
デ
ル
調
査

事
業
』
「
三
宅
島
の
火
山
等

の
現
状
を
活
か
し
た
地
震
・

火
山
、
危
機
管
理
、
防
災
ま

ち
づ
く
り
等
の
学
習
拠
点
と

し
て
の
観
光
立
島
」
が
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
海
洋
研
修
セ
ン

タ
ー
」
に
よ
っ
て
構
想
・
企

画
さ
れ
、
三
宅
村
の
推
薦
の

下
に
、
首
相
官
邸
「
都
市
再

生
本
部
」
に
申
請
し
て
採
択

さ
れ
、
三
宅
島
の
観
光
協

会
・
商
工
会
・
漁
協
・
農
協

等
と
連
携
し
て
実
施
さ
れ
ま

援
モ
デ
ル
事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

①
住
居
等
人
材
受
け
入
れ
環

　

境
の
整
備
に
関
す
る
調
査

②
観
光
客
誘
致
の
た
め
の
専

　

門
的
人
材
の
受
け
入
れ

③
地
域
資
源
の
生
産
・
加
工
・

　

流
通
・
販
売
の
活
性
化

④
地
震
・
火
山
等
の
自
然
環

　

境
を
活
か
し
た
専
門
的
人

　

材
の
受
け
入
れ

復興に必要な若い力

都
市
再
生
モ
デ
ル
事
業
に

多
く
の
プ
ラ
ン
実
践

三
宅
島
を
企
業
や
自
治
体
の

危
機
管
理
者
の
研
修
の
場
に

し
て
、
研
修
者
が
年
間
を
通

じ
て
来
島
す
る
よ
う
に
し

て
、
観
光
業
を
中
心
と
し
た

島
内
の
経
済
活
性
化
を
図
ろ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
上
記
の
モ
デ

ル
調
査
事
業
の
中
心
メ
ン
バ

ー
が
、
東
京
都
と
三
宅
村
の

承
諾
を
得
た
上
で
、
三
宅
島

内
の
経
済
団
体
や
島
内
外
の

有
志
と
「
三
宅
島
人
材
受
け

入
れ
連
携
協
議
会
」
（
略
称
、

「
人
連
協
」
）
を
立
ち
上
げ
、

次
の
よ
う
な
内
容
の
国
土
交

通
省
「
地
域
に
お
け
る
人
材

の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
支

　

実
施
さ
れ
た
内
容
は
以
下

の
も
の
で
す
。

①
大
型
ヨ
ッ
ト
に
よ
る
横
浜

　

～
三
宅
島
間
の
ク
ル
ー
ジ

　

ン
グ
調
査
モ
デ
ル
ツ
ア
ー

②
島
内
調
査
及
び
島
民
ヒ
ア

　

リ
ン
グ
の
実
施

③
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
ミ
ニ

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
）
の
開
催

　

こ
の
モ
デ
ル
調
査
事
業
の

目
的
は
、
過
去
４
回
に
わ
た

る
噴
火
経
験
の
語
り
手
を
見

つ
け
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

　大妻女子大学人間関係学部干川剛史

教授に、これまでの三宅島の復興支援

に関する取り組みや今後の課題につい

て伺った。現在「都市再生モデル事業」

に採択されたＮＰＯの活動などが行わ

れているが、先生は、今後はこのよう

な事業を進める若い力が必要になるこ

とを指摘した。

課
題
は
人
材
の
確
保 

し
た
。

斬
新
な
企
画
力
を
も
っ
て
、

島
内
の
人
々
の
思
い
や
努
力

を
つ
な
い
で
、
新
し
い
仕
組

み
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り

出
し
、
地
域
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
く
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
的
な
人
材
で
す
。　
　

　

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
大
量

に
退
職
す
る
団
塊
世
代
の
中

で
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活

か
し
て
地
域
で
何
か
役
に
立

ち
た
い
と
い
う
人
た
ち
に
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
情
報
を
提
供
し
て
働
き

か
け
て
い
け
ば
、
三
宅
島
で

必
要
と
さ
れ
る
能
力
や
知

識
・
技
能
を
持
っ
た
人
材
を

見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

他
方
で
、
自
然
豊
か
な
三

宅
島
に
魅
力
を
感
じ
て
「
島

で
暮
ら
し
て
み
た
い
」
や
、

「
何
か
や
り
た
い
」
と
思
っ

て
い
る
若
い
人
は
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
実
際
に
、
最
近
、

三
宅
島
に
移
り
住
ん
で
き
た

若
者
も
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
住
宅
や
就
労
の

場
の
確
保
な
ど
、
こ
の
よ
う

な
若
者
が
島
に
定
住
で
き
る

よ
う
な
条
件
を
整
備
す
る
こ

と
は
、
島
の
将
来
を
考
え
れ

ば
必
要
不
可
欠
と
な
る
で
し

ょ
う
。

　

こ
の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

し
て
行
く
上
で
必
要
と
な
る

人
材
は
、
新
し
い
発
想
力
や

大妻女子大学人間関係学部　干川剛史教授

昨
年
９
月
に
行
わ
れ
た
モ

デ
ル
ツ
ア
ー
の
際
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
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島
暮
ら
し
で
は
、
年
に
数

回
は
台
風
に
出
遭
う
。
経
験

か
ら
備
え
は
あ
る
が
、
や
は

り
嫌
な
も
の
だ
。
先
祖
か
ら

の
言
い
伝
え
で
、
家
は
軒
低

く
二
階
は
造
ら
な
い
。
屋
根

は
ト
タ
ン
ぶ
き
だ
。
そ
の
家

を
建
て
る
場
所
は
、
森
の
陰

と
か
窪
地
を
選
ぶ
。
そ
し
て
、

屋
敷
全
体
を
ツ
バ
キ
な
ど
の

防
風
樹
で
囲
む
。
海
辺
だ
と

石
垣
を
め
ぐ
ら
す
。
畑
も
同

た
。
10
年
に
一
度
の
猛
烈
な

台
風
だ
っ
た
。
屋
根
が
飛
ぶ

な
ど
家
屋
被
害
も
耳
に
し
て

い
る
。
夏
中
続
い
た
日
照
り

の
後
で
、
農
家
は
雨
を
欲
し

が
っ
て
い
た
だ
け
に
２
０
０

㎜
の
降
雨
予
想
に
喜
ん
だ

が
、
結
果
は
強
風
で
畑
作
は

な
ぎ
倒
さ
れ
て
全
滅
。
風
を

恨
ん
で
泣
い
た
。
特
産
の
赤

芽
サ
ト
イ
モ
は
茎
も
折
れ
飛

ん
で
駄
目
。
ア
シ
タ
バ
も
新

芽
が
出
る
ま
で
出
荷
は
止

ま
っ
た
。
残
さ
れ
た
サ
ツ
マ

イ
モ
が
頑
張
っ
た
が
、
葉
が

痛
ん
で
肝
心
の
イ
モ
が
太
る

か
ど
う
か
。
離
島
救
荒
食
の

サ
ツ
マ
イ
モ
も
日
照
り
に
は

強
い
が
台
風
に
は
負
け
る
。

 

他
に
は
火
山
ガ
ス
で
立
ち

枯
れ
て
い
た
大
木
が
島
中
で

倒
れ
て
い
た
。
道
を
塞
ぐ
倒

木
は
、
す
ぐ
に
片
付
く
が
、

急
を
要
さ
ぬ
倒
木
は
放
置
さ

れ
て
、
や
が
て
シ
ロ
ア
リ
ノ

の
巣
に
な
り
そ
う
だ
。

　

島
の
場
合
、
屋
敷
、
畑
の

境
界
木
に
ク
ワ
、
エ
ノ
キ
、

シ
イ
、
タ
ブ
、
ツ
バ
キ
を
目

 

被
害
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
。

塩
害
で
停
電
し
た
し
、
火
山

ガ
ス
の
硫
黄
酸
で
腐
食
し
た

道
路
標
識
が
い
た
る
所
で
倒

れ
て
い
た
。
建
物
、
畑
作
、

山
林
、
道
路
、
港
湾
な
ど
の

被
害
は
ど
れ
ほ
ど
に
な
る
の

か
。
自
宅
や
畑
の
片
付
け
に

追
わ
れ
て
分
か
ら
な
い
。

　

被
害
原
因
の
台
風
９
号
だ

が
、
気
象
庁
発
表
だ
と
非
常

に
強
い
雨
台
風
だ
。
夏
の
高

い
海
水
温
で
発
達
し
な
が

ら
、
ゆ
っ
く
り
進
む
た
め
、

用
心
を
と
の
こ
と
。
気
圧

９
６
５
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
、

半
径
１
０
０
㎞
の
暴
風
圏
で

35
ｍ
／
ｓ(

秒
速)

、
中
心

は
50
ｍ
／
ｓ
の
暴
風
。
毎
時

20
㎞
で
北
に
進
ん
だ
。

　

台
風
置
き
み
や
げ
は
ま
だ

あ
る
。
定
期
船
が
連
日
欠
航

し
、
唯
一
の
貨
客
船
の
た
め
、

人
も
生
活
物
資
も
ス
ト
ッ
プ

し
て
島
び
と
を
嘆
か
せ
た
。

数
日
間
島
の
商
店
の
生
鮮
食

品
棚
は
空
っ
ぽ
が
続
い
た
。

新
聞
も
一
週
間
分
ど
さ
っ
と

届
い
て
、
読
む
気
が
失
せ
た
。

通
常
で
も
半
日
遅
れ
だ
。
古

新
聞
に
払
う
料
金
に
割
引
き

は
な
い
。
離
島
暮
ら
し
に
慣

れ
た
島
び
と
は
保
存
食
で
耐

え
て
い
る
。
伝
承
文
化
と
い

え
る
。

　

台
風
で
は
泣
く
こ
と
が
多

い
が
、
そ
れ
だ
け
自
然
に
近

い
日
常
暮
ら
し
で
も
あ
る
と

い
え
る
。
国
立
公
園
の
中
に

住
む
満
足
感
の
裏
に
、
時
折

自
然
は
牙
を
む
く
こ
と
も
あ

る
。
よ
い
こ
と
ば
か
り
な
ら

極
楽
だ
。
《
07
・
10
・
３
記
》

様
だ
。

 

ス
ス
キ
、
シ
ノ
ダ
ケ
で
囲

む
例
が
多
く
、
一
枚
の
面
積

を
狭
く
し
、
分
散
さ
せ
て
被

害
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
島
で
の
台
風
対

策
一
般
論
で
あ
り
、
激
し
い

風
雨
に
は
有
効
だ
が
、
雨
な

し
台
風
だ
と
潮
を
被
っ
て
塩

害
に
泣
く
こ
と
も
あ
る
。

 

さ
て
、
今
年
の
台
風
９
号

に
つ
い
て
書
く
。
こ
の
台
風

は
、
９
月
６
日
夜
、
島
の

西
の
海
を
北
上
し
て
い
っ

塩
風
・
ガ
ス
で
も
被
害

所
有
地
の
境
界
争
い
に
も

島
だ
よ
り
の
発
行
者
村む

ら

栄
さ
か
え

さ
ん
が
語
る

深
刻
な
台
風
の
爪
跡

恐
怖
を
感
じ
た
嵐　

保
存
食
は
島
伝
承
文
化

　

三
宅
島
は
、
こ
の
中
心
近

く
に
あ
っ
て
、
三
宅
島
測
候

所
の
記
録
で
は
50
・
７
ｍ
／

ｓ
の
瞬
間
風
速
だ
っ
た
。
９

月
６
日
夜
８
時
過
ぎ
が
嵐
の

最
高
時
で
、
風
は
う
な
り
、

枯
れ
枝
は
飛
び
、
久
し
ぶ
り

の
恐
怖
を
味
わ
っ
た
。
庭
で

計
っ
た
降
雨
量
は
１
６
０
㎜

だ
っ
た
。
通
行
止
め
も
あ
つ

た
し
、
農
家
丹
精
の
畑
の
土

は
流
れ
た
だ
ろ
う
。

印
に
植
え
て
あ
る
が
、
こ
れ

ら
も
倒
れ
た
姿
が
多
く
、
将

来
、
所
有
地
境
界
争
い
の
原

因
に
な
り
そ
う
だ
。
す
ぐ
若

木
を
植
え
ら
れ
ぬ
年
寄
り
や

帰
島
し
な
い
留
守
家
庭
が
多

い
か
ら
だ
。

島
だ
よ
り
の
発
行
を
続
け

て
い
る
村
さ
ん
。
再
開
し

た
温
泉
の
前
で

　台風９号は、農作物約 3,280

万円、ハウスなど施設 806 万

円被害と都・村が集計。村栄

さんが、「島の台風」という

内容で寄稿してくださった。

その中で村さんは、島の環境

の厳しさを綴っている。

 

村
栄
さ
ん
は
１
９
３
２

年
６
月
７
日
生
ま
れ
。
東

京
学
芸
大
学
卒
業
後
、
島

の
小
学
校
、
高
校
で
教
員

を
し
て
い
た
。
避
難
指
示

解
除
後
は
阿
古
に
住
み
、

島
だ
よ
り
を
発
行
。
そ
の

中
で
、
島
び
と
の
暮
ら
し

や
火
山
ガ
ス
の
様
子
な
ど

も
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、

「
三
宅
島　

今
様
流
人
ぐ

ら
し
」
、
「
三
宅
島　

噴
火

避
難
の
い
ば
ら
道
」
（
文

芸
社
）
を
出
版
し
た
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

農
作
物
に
大
き
な
被
害
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人
工
透
析
の
機
器
が
島
に

入
ら
な
い
た
め
に
帰
島
で
き

ず
に
い
る
在
京
者
の
Ａ
さ

ん
。
現
在
、
島
に
い
る
家
族

と
離
れ
て
暮
ら
し
、
週
３
回

は
病
院
に
通
っ
て
い
る
。

　

Ａ
さ
ん
は
、
「
高
齢
な
の

で
早
く
帰
り
た
い
で
す
。
他

に
も
７
人
ほ
ど
機
器
が
入
る

の
を
待
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
島
に
住
め
る
家
が
あ

る
た
め
、
帰
島
を
諦
め
き
れ

な
い
人
も
多
く
い
ま
す
。
糖

尿
病
か
ら
透
析
が
必
要
に
な

る
人
も
多
く
、
今
後
も
増
え

る
は
ず
で
す
。
村
会
議
員
の

方
々
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

理
解
し
努
力
し
て
も
ら
い
た

い
で
す
」
と
話
し
た
。

　

人
工
透
析
の
機
器
を
必
要

と
す
る
方
、
ま
た
必
要
と
す

る
方
を
知
っ
て
い
る
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

事
務
局　

伊
藤

　

０
３
（
３
９
６
３
）
５
６
９
７

本
部　

佐
藤

　

０
４
９
９
４
（
２
）
１
０
４
５

　

高
濃
度
地
区
に
家
が
あ
る

た
め
に
、
島
で
生
活
が
で
き

な
い
Ｂ
さ
ん
。

　

村
営
住
宅
に
入
る
た
め
の

抽
選
に
３
回
応
募
し
た
が
す

べ
て
外
れ
て
し
ま
い
、
現
在

は
島
と
内
地
で
の
二
重
生
活

を
送
っ
て
い
る
。

　

島
の
家
は
今
ま
で
に
何

百
万
も
か
け
て
修
築
し
て
い

て
、
こ
の
ま
ま
避
難
生
活
が

続
け
ば
ま
た
家
の
修
理
が
必

要
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

本
当
に
島
の
家
に
住
め
な

い
人
を
優
先
し
て
村
営
住
宅

へ
入
居
さ
せ
て
ほ
し
い
。

　

今
回
も
無
事
三
宅
島
新

報
を
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
協
力
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
、
ま
た
読

ん
で
く
だ
さ
る
皆
様
に
感

謝
し
つ
つ
、
毎
回
編
集
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
三
宅
島
に
関
す

る
情
報
を
伝
え
る
お
手
伝

い
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

　９月２日に神奈川県伊勢原市に
ある向上高等学校の文化祭で、「高
校生とボランティア～三宅島から
考える～」をテーマにしたシンポ
ジウムが行われた。
　ふるさとネットからは、佐藤就
之会長と伊藤奈穂子事務局長が参
加。会長は、三宅島の現状を説明
するとともに、ボランティアに参
加することの意義を話した。

［お便り］（要約 )
　来年の春から飛行機が１日
１便就航することが決まった
内容の村内放送をしておりま
したが、少しずつ以前の三宅
島に戻りつつあります。帰島
できない方々が１日でも早く
帰島できますようにお祈り申
し上げます。

（坪田 井澤朋子様 )
　先日は、一緒に訪問活動を
させて頂きありがとうござい
ました。在京島民の方が訪問
員の力に励まされ楽しみにし
ていることがとてもよく分か
り素晴らしい活動だと感じて
おります。またご相談の上、
勉強会などで何かお手伝いを
させてください。
（埼玉医科大学 久保恭子先生）
［ご寄付者名］
（９月２日～ 10 月 15 日）
向上高等学校なおき会様、中
村徹様、匿名希望Ｓ様、井上
尚様

編
集
後
記

透
析
の
機
器
を
島
に

在
京
島
民
の

方
が
生
活
す

る
都
営
住
宅

の
一
つ

　

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
、
在
京
島
民
の
訪

問
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
紹
介
す
る
二
人
の
方
は
、

健
康
上
の
問
題
や
家
が
高
濃
度
地
区
に
あ
る
と
い
う
理

由
で
帰
島
を
果
た
せ
な
い
方
だ
。
高
齢
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
至
急
対
応
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

高
濃
度
地
区
の
人

優
先
的
に

諦められない帰島
在京のお二人 望郷の思い強く

Ａ
さ
ん
家
族
と
離
れ
て
生
活

Ｂ
さ
ん
村
営
住
宅
に
入
れ
ず

向上高校でシンポジウム

佐藤会長等が参加して
生
徒
も
参
加
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム


